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Summary 
1. Scanning electron microscopy was used to observe the initial development of Ci!lIus tissue at the 
grafting interface and the formation of the graft union during the early stage of apple budding. 
2. Initial adhesion of the xylem tissue of bud-grafts is followed by adhesion of callus generated from 
near the cambium of stock and scion. However， no vascular elements differentiated within the graft union at 
the time of budding. 
1.緒 言
果樹の芽接ぎは，比較的高温な季節に，芽を含む樹皮
組織の移植とも言うべき方法で栄養繁殖をはかる接ぎ木
技術で，早春，枝問士を切断して癒合をねらう切り接ぎ
などとは組織癒合の仕方が異なるようにも恩われる.
しかし，芽接ぎは比較的容易に活着する所から，接ぎ
木過程の詳しい観察や報告例が少ない.そこで筆者等は
リンゴを用い芽接ぎを行い 接ぎ木接合部分(台木にあ
たる枝剥皮組織の表面と，接ぎ芽断面組織の接触部分)
において，癒合組織がどのようにして形成されるかにつ
いて，癒合初期の材料について組織形態的な観察を行っ
た.
1I.材料及び方法
7年生のリンゴ‘紅玉‘陸奥 ‘王林‘ふじ'の4品
種を用い，相互に(1回に，各品種とも10個ずつ)芽接
ぎを行った.芽接ぎの実施期間は1987年8月5日及び25
日の 2闘で，いずれも楯 (T字)芽接ぎとした.芽接ぎ
処理後 2，4， 6， 8及び10日目にそれぞれ2個ずつ
材料(芽接ぎ枝)を採取し，接合部分の組織の経時的変
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化を SEMにより観察した.
:1.結果及び考察
1.台木(枝)の剥皮部分の組織形態
芽接ぎ適期(山形県では8月中，下旬)頃にリンゴの
枝の樹皮部を切開剥皮し，露出した木部の表面を観察し
たのが図- 1である.芽接ぎナイフを使用すれば樹皮部
は比較的剥皮しやすく， SEMによる観察結果では，木
部の表面にわずかに形成層の組織片が残されている程度
であった(図一1A).
このような樹皮の剥離状況，剥離の難易性については
供試4品種間に差は認められず，さらに調査日の早晩(8
月5日と25日)によって剥皮部分の組織形態のちがいは
認められなかった.
2.芽接ぎ接合部分の組織形態的変化
芽接ぎ処理後 2日間経過した材料の台木側の接合面
(木部)をみると，すでに師部細胞(図ー1B)の肥厚が
認められた.また，早いものでは芽接ぎ後4日間経過し
た材料の中に，師部放射組織の未分化の細胞からカルス
細胞が形成されているのが確認されたさらに日時が経
過するとカルス細胞は増加し接合部分を覆うようにひ
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図- 1 台(‘ふじ)の木部の表面形態.
A : 8月5日:剥皮直後，矢印は形成層組織片.
B:芽接ぎ2日後(8月7日)にみられる肥厚した師部の細胞(矢印). 
ろがった(図版1-A).
一方，穂にあたる“接ぎ芽"の切断(接合)函では，
主として周辺の形成層付近からカルス細胞の分化・増殖
が認められた(図版1-B). これら，台と穂からのカル
ス組織は，芽接ぎ実施後10日間位経過した頃からお互い
が砲合(癒合)状態になっているのが観察された.
台(枝)と穂(芽)の接合部分を切断(横断)し，カ
ルスの形成状況を観察した所，芽接ぎ後6日目の材料で
は，切断の際，穂と台は簡単に分離し，穂の形成層付近
からのカルス細胞の分化と，木部表面からのわずかなカ
ルス細胞の分化が認められる程度であった.
さらに芽接ぎ後10日間経過した材料を横断し，断面を
観察した所， 10日目頃には穏と台のカルスは癒合しはじ
めているものが認められ(図版1-C)，切り接ぎの場合
より組織癒合が早いことが確かめられた.
3.癒合組織の形成
リンゴの芽接ぎでは， 一部の失敗例を除けば，接ぎ木
実施後，大体10日間位の経過で台と穂の師部及び形成層
付近からカルスが形成され，これらが癒合しあって，い
わゆる活着初期の状態になる(養水分が交流する)もの
と思われた.
そして，接ぎ木後15-20日間経過した頃から穂側の形
成層組織と台側の形成層組織とが互いに密に接触連絡し
合い，養水分の交流・通導が行われるものと恩われた(図
版 1-D). しかし，芽接ぎにおいては，その後の経過
にともなって，維管束の再分化が行われるかどうかは，
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徒手切片作製による SEM観察の結果では確認すること
ができなかった.
中山(1989)幻は内外の研究成績を整理し，接ぎ木活着
の必要要因としては，台木と穏木双方の創傷反応(細胞
内物質の集積と重合)，カルス細胞の増殖及び維管束の
再分化の三つが指摘できるとしている.しかし，接ぎ木
和合の組み合わせであっても，維管束の再分化が起こら
ず， したがっ亡穂と台との維管束の連絡が成立しない場
合があっても，そのまま癒合・活着状態を維持し，立派
にその後の生長を続ける接ぎ木例があるとしている.
この観察は芽接ぎ処理における初期の癒合組織形成に
ついて行ったものであり，その後の組織変化についての
観察が欠けている.
天野(1968)J)が行ったパラの芽接ぎ活着機構の組織学
的観察によると，パラの場合は接ぎ木後8-10日間経過
すると台の木部より増殖したカルス中に形成層状の arc
組織が形成され， 10-15日後には台と穂の形成層は結合
し， 17日後には維管束要素が作られたという.
リンゴもパラ科の植物である所から，同様な経過をた
どるのではないかと考えられるが，この点に関しては，
今回は明らかにすることができなかった.
N.摘 要
1. リンゴの芽接ぎ初期の材料について，癒合部にお
けるカルスの形成状況を SEMにより観察した.
2. 芽接ぎの初期の癒合は穂と台の形成層付近から
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発生したカルスの癒合によるものであったが，芽接ぎに
おいては，その後の維管束の分化は認められなかった.
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図版説明
図版I
A.台木(‘ふじ)から形成されたカルス細胞(穂 ‘紅玉， 10日後). 
B.穂(‘紅玉，)の形成層付近から形成されたカルス(10日後).
C.穂と台から形成されたカルスの癒合(抱合)• (‘玉林'1‘陸奥， 10日目). 
D.形成層付近の組織の連絡状況(T印). (‘紅玉γふじ， 20日後). 
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図版 I
153 
